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令和７年山形村議会第３回定例会 

 

議 事 日 程 （第３号） 

 

令和７年９月５日（金曜日）午前 ９時００分開会 

      開議宣告 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 一般質問 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

出席議員（１１名） 

１番 小 出 敏 裕 君  ２番 竹 野 入 恒 夫 君 

３番 百 瀬 昇 一 君  ５番 小 林 幸 司 君 

６番 福 澤 倫 治 君  ７番 新 居 禎 三 君 

８番 村 林 淳 一 郎 君  ９番 三 澤 一 男 君 

１０番 上 條 倫 司 君  １１番 大 池 俊 子 君 

１２番 春 日  仁 君  １３番 大 月 民 夫 君 

欠席議員（なし） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村   長 百瀬繁寿 君  副 村 長 上條憲治 君 

教 育 長 大池昌弘 君  総 務 課 長 藤澤洋史 君 

企 画 振 興 

課 長 
堤  岳志 君  

税務課長兼 

会計管理者 
中村貞寿 君 

住 民 課 長 村田鋭太 君  
保 健 福 祉 

課 長 
篠原雅彦 君 

子 育 て 

支 援 課 長 
中原美幸 君  

産 業 振 興 

課 長 
中川俊彦 君 

建 設 水 道 

課 長 
中村 光  君  教 育 次 長 古畑佐登志 君 
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総 務 課 

財 政 係 長 
丸山晃弘 君    

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

事務局職員出席者 

事務局長 宮澤寛徳 君  書  記 平出  怜  君 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎開議宣告 

○議長（大月民夫君） 皆さん、おはようございます。 

  全員が出席で、定足数に達しておりますので、ただいまから令和７年第３回山形村

議会定例会の本会議を再開します。 

  出席要求者の住吉代表監査委員から欠席届が出ております。 

本日の会議に先立ちまして、傍聴の皆様に申し上げます。山形村議会傍聴規則によ

り、撮影または録音などをする場合は事前に許可が必要となります。 

  なお、報道関係者から取材の申込みがありましたので、これを許可しました。 

（午前 ９時００分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎議事日程の報告 

○議長（大月民夫君） 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎会議録署名議員の指名 

○議長（大月民夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  山形村議会会議規則第１２５条の規定により、６番、福澤倫治議員、７番、新居禎

三議員を指名します。 



 －１５２－ 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎一般質問 

○議長（大月民夫君） 日程第２、一般質問を行います。 

質問の順序は、お手元に配付の質問表に従って、昨日に引き続いて行います。 

本定例会の一般質問は、１人６０分を限度に一問一答方式で行います。 

質問者は、質問・答弁が終わるまで一般質問者席でお願いをいたします。 

念のため申し上げますが、質問・答弁は簡潔明快にお願いをいたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

         ◇ 上 條 倫 司 君 

○議長（大月民夫君） それでは、質問順位８番、上條倫司議員の質問を行います。 

上條倫司議員、質問事項１「村長の公約」について質問をしてください。 

上條倫司議員。 

          （１０番 上條倫司君 登壇） 

○１０番（上條倫司君） 議席番号１０番、上條倫司。 

  それでは、「村長の公約」についてお聞きしたいと思います。 

  百瀬新村長が誕生して５か月になろうとしていますが、無投票当選ということで、

村民に百瀬村長が村長になって何をしたいのか、公約とその思いを教えてほしい。 

  そこで、質問したいと思います。 

  質問１、村長の公約を伺いたい。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問につきまして、村長、答弁願います。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 「村長の公約」についてのご質問にお答えいたします。 

  １番目のご質問の「村長の公約を伺いたい」についてお答えさせていただきます。 

公約を公表する機会をいただきありがとうございます。私の公約を公表させていた

だき、上條議員のご質問にお答えしたいと思います。 

基本方針「洗練された村づくりで思いと願いを次の世代へ、動き出そう山形村」。 

「生活」といたしまして「子育て、交通手段、防災、環境保全を語り合い、話し合

い、笑顔あふれる村づくりに挑戦します」。 



 －１５４－ 

骨子といたしまして、小学校給食、段階的に助成を拡大します。デマンドタクシー

の実証実験を行います。アルピコ交通山形線のバス運賃助成の継続、草刈り機の導入

で地域の環境維持を図ります。 

２番目の「地域」といたしまして「住み慣れた環境で、地域で育んできた価値観を

継承し、支え合う村づくりを目指します」。 

骨子といたしまして、全住民加入の連絡班を提案し、話し合います。地域包括ケア

システムを推進いたします。ごみステーションをコミュニティステーションへ。こど

も家庭センターで切れ目のない支援の充実。 

「産業」といたしまして「工業団地の利点を生かし、農業と商工業の調和が取れた

産業活動を支援、推進します」。 

地域に根差した企業を誘致し、労働者の移住促進、優良農地・かんがい施設等農業

基盤を次の世代へ。村外事業者が協働で取り組む事業を支援します。ふるさと納税で

山形村を元気にいたします。 

４番目の「行政」としまして「施設事業の棚卸しを行い、女性や若者の意見を反映

し、時代の変化に乗った行政運営を実行します」。 

骨子としまして、施設の利用方法を検討し、集約を図ります。ＤＸを推進します。

なろう原公園（合葬墓）としての運営を検討します。スカイランドきよみずの運営を

検討します。 

以上が、本来でしたら私が選挙公報で載せて、村民の皆様に知っていただく公報と

いう形で、私の公約という形で載せていこうと思ったのですが、議員ご指摘のとおり

無投票でございましたので、村民の皆様の目にかかることなく、私の公約がこのよう

な形だということを今日改めて表明させていただく機会を設けていただき、本当にあ

りがとうございます。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） １１月でしたか、１２月でしたか、青い紙が来ていまして、

いい顔に写っているのですけども。爽やかに。これだけではどうしてもよく分からな

いこともあったりしますので、ぜひお答えしてもらいたいと思いますが。 

  いろいろと村の運営をしていくということは大変なことだと思います。村民は、新

しい村長に期待と不安もあると思うのです。村長が何を考えて山形村をどのような方

向に導いていくのか、村民が知っているということがすごく大事ではないかなと思い
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ます。 

そういう中で今日質問させてもらうわけですけれども、５か月ということを言った

のですけども、慣れてきたのかなと思っています。人間は慣れるということが一番い

いことではないかと思うわけですけれども、漢詩の中で使われる起承転結という、物

事の順序、起承転結で結んでいくということが、物事をやっていくには大事なわけで

す。 

前政権のやり残したことが、かなり大きなことがあるわけです。新しい施設、複合

施設をつくるということと、工業団地、それとスカイランドきよみずをどうするかと

いうことがあるわけです。 

それと、２番目の方で質問する連絡班も、転結というところで、まとまっていない

ということで。スタートは、転結、起承転結になってしまうという思いがあるわけで

すけれども、ぜひ頑張ってやってもらいたいと思います。 

そこで、質問していきたいと思います。 

基本方針は「洗練された村づくりで思いと願いを次の世代へ、動き出そう山形村」

ということで、住んでいてよかったなと思える村づくりだと思うわけですけれども、

洗練されるということはどういう思いなのか、お伺いできたらと思います。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） ありがとうございます。「洗練された」という言葉を使ったの

は、山形村は小さい村であります。この小さい村のメリットを最大限に生かすために、

いろいろな施策を考え、そして実行することによって、より住民の皆様が生活しやす

い環境を整えていきたいと思っております。 

実際に山形村は、買い物もそうですし、医療もそうですが、村内でほとんどのこと

が賄えてしまう状況でございます。そのような環境をより充実し、そして、移動手段

を確実にすることによって、住民の皆様が安心してずっと暮らせる、そんな笑顔あふ

れる山形村を目指したいと思って、「洗練された」という形で述べさせていただいて

おる次第でございます。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） ありがとうございました。山形村は小さい村ということで、

いろいろな面で行政としてはやりいいのではないかと思います。 

そこで、いろいろな分野において、山形村がいい方向に進む、本当に、満足度、住

んでいてよかったなと。これからかなり、今年も家がたたるわけですけれども、山形
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村に来てよかったなと思えるような。 

引っ越してきても、３分の１とか４分の１はまた引っ越していってしまったり、仕

事の都合とかがあるわけですけれども、本当によかったなと思える村にしていっても

らえればと思います。その最前線に立っているのが村長だと思いますので、ぜひよろ

しくお願いしたいと思います。 

それでは、生活面においてもお聞きしたいと思います。 

大方針ということで「子育て、交通手段、防災、環境保全を話し合い、笑顔あふれ

る村づくりに挑戦します」というところを詳しく教えてもらえたらと思います。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） ご説明させていただきます。 

まず、子育て支援という形で、現時点で小学校の給食費は無償化になっております

が、私が考えたときにはまだ無償化は実現しておりませんでしたので、段階的にとい

う形で表明させていただいております。 

そして、デマンドタクシーにつきましても、今現在プロジェクトチームを立ち上げ

て、庁内で検討をしていきたいと思っておりますし、また、委員会も立ち上がりまし

たので、ぜひその中でいろいろな議論を重ねて、デマンドタクシーを充実させていき

たいと思っております。 

アルピコ交通山形線のバス運賃の助成の継続という形で申し上げたのですが、今現

時点において料金体系が変わるかもしれないという形になってきておりまして、随時、

時間とともにいろいろな状況が変わりますので、その状況に対応した運賃の助成等を

検討していきたいと思っております。 

草刈り機の導入で地域の環境維持を図りますという形で申し上げたのも、これは今

回補正でも上げさせていただいたのですが、保育園の園庭であるとか、小学校のグラ

ウンドであるとか、トレセンのグラウンド、もしくは駐車場の関係とか、いろいろな

人が立ち入るところで、どうしても除草剤が使いにくい状況が発生しております。特

に保育園については、園児たちがゆっくり広々とした環境の中で遊べるような体制と

いいますか環境が、今、クローバーがかなり繁殖していまして、それが保てなくなっ

ております。それで保育園の保育士の皆さんがそれぞれ考えていただいて、ブルーシ

ートを敷いていただいて、この部分の日が当たらなくなるものですから、そういった

ことをしながら除草していたわけなのですけども、温水をすることによって子どもた

ちに安全に豊かな環境で遊んでいただけるという環境を目指しまして、温水の除草機
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を導入しようと思っております。 

また、同じくいろいろなところでのり面が急になっておりまして、地域の環境が保

てない。これから、いろいろなといいますか、実際高齢化が進みまして、今まで地域

で担っていただいたところも手が回らなくなる状況も想定されます。 

また、村の所有地においても、シルバー人材センターも事業者が定年を延長したり

とか雇用の形態を変えたりしているものですから、実際にシルバー人材の人も集まら

ない状況で、委託先の事業者さんも同じくなかなか人手の確保に苦労している状況で

ございます。 

ですから、今後を見通した中で、そういった村の現有施設を維持管理していくため

には、このような気象状況の中、暑いのに炎天下の中何時間も草刈りをするわけにも

いきませんので、ラジコン式の草刈り機等を導入し、職員の負担、そして、関係事業

者の皆様の負担を軽減できるような形で進めていくことを目的として、以上、４つの

骨子を挙げさせていただいているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） デマンドタクシーは、実証実験を今年行うということでしょ

うか。 

  それと、アルピコ運賃体系、これはアルピコ次第というような、運賃体系がしっか

りしてこないといけないということでしょうね。比率を上げるとか、そういう考えは

ないのか。 

○議長（大月民夫君） 堤企画振興課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） 私から、所管課としてお答えさせていただきます。 

まず、デマンドタクシーの関係、先ほど村長、繰り返しになりますが、活性化委員

会等取り組みまして、今後、デマンドタクシーの導入も視野に、全体の公共交通の見

直しというところを村長の公約に沿って検討しております。 

アルピコ交通の山形線のバス運賃路線ですが、今定期券・回数券を購入された方へ

２分の１を補助しておりますが、松本地域公共交通協議会で、今までの紙式の定期券

ですとか回数券をキャッシュレス化にしたいという意向、あと、回数券の助成の割合

を定期券に誘導するように落とすようないろいろな提案を来年の３月に施行する形に

なっております。 

その関係で、現在の領収書による償還払い等の補助金の体系がキャッシュレス化に
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なりますので、その辺はいろいろ財務会計等の取扱い等が修正に必要になりますので、

その辺も含めて検討したいと今考えております。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） 分かりました。 

次の草刈り機は、公共施設だけやるということになるわけですか。貸出しとか、そ

ういうことはしない。どうなっているのか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 現時点におきましては、村内の施設を職員がやることを想定し

ております。高額な機械でございますので、オペレーターが異なることによって故障

も、また破損も発生しやすいと私は考えておりますので、今現時点ではそのような考

えでございます。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） 分かりました。大勢の人が使うとなると、丁寧に使う人とそ

うでない人もいたり。私も農機具、トラクターとかをいろいろ仲間でやっているので

すけれども、なかなか難しいところがあると思います。高い機械は長寿命という面で

は使う人がしっかりしていたほうがいいのかなと。 

機械は壊れれば動かないし、そういうことがあるわけですけども、公共施設だけと

いうことですね。ほか、いろいろなところもいっぱい草だらけになっているのだけれ

ども、そういうわけにもいかないと思います。ありがとうございました。 

それでは「地域」ということで「住み慣れた環境で、地域で育んできた価値観を継

承し、支え合う村づくりを目指します」ということで。 

全住民加入の連絡班を提案しますということで、もしこれが実現できれは、村のや

っていることもみんなに伝わっていいのかなと思いますけれども、ここらのところは

どのような考えなのか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 私の考える全住民加入の連絡班を提案するという形で、最初に

私の説明をしなければいけないと思ってはいたのですが、２番目の質問もございます

ので、そのような絡みもありまして、２番目の質問も含めまして議員にご説明させて

いただきたいと思っております。 

２番目で連絡班についての考え方なのですが、住民同士の日常的な連携と災害時な

どの迅速な情報伝達と安否確認の両立を目指し、まずはごみステーションを中心とし
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たコミュニティの実証実験を行いたいと考えておりましたが、準備を進める中で調整

が必要な点もございましたので、再度検討しているところでございますという回答を

２番目で用意していたわけなのですが、実際いろいろ研究をしていく中で、前政権の

中でいろいろ取り組んでこられた事案も今、再検証しているところでございます。 

それを読み砕くまでには時間も必要でございますし、また、私の考えのごみステー

ションということを核とした取組についてもいろいろ考えていかなければいけない面

も生まれてきたという状況でございますので、もう一度しっかりと原点に立ち帰って、

いろいろな提案ができたらと、今検討している段階でございます。 

それにはごみステーションというものの在り方をしっかりとしなければいけないと

思っておりますので、それも含めまして時間をいただければと思っておりますので、

２番目の質問の回答も言ってしまいましたが、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 上條議員、ちょっと申し上げますが、質問事項２で取り上げて

いる件もありますので、この件の取扱いはどうされるか、上條議員のご判断ですけれ

ども。 

  上條議員。 

○１０番（上條倫司君） 分かりました。それはまた、今の答えでこの場面は進めてい

きたいと思います。 

その次の地域包括ケアシステムを推進しますというのは、これはどのようなことに

なるのか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 地域包括ケアシステムは現在ももうつくられているところなの

ですが、それを充実させることに私は力を入れたいと思っております。 

地域包括ケアシステム自体をご存じない方もいらっしゃると思うのですが、いろい

ろな、お医者さんであったりとか、薬局であったりとか、介護施設であったり、そし

て行政の窓口であったり、そういったところをしっかりとつなぎまして、ケアシステ

ムの確立を図っていきたいと思っております。 

どうしても事業者の方との連絡が難しい面もございますけれども、先頭に立ってや

っていただける村内の事業者の皆様のご理解をいただきながら、行政として運営して

いくことが地域の皆様のこれからの高齢社会の中必要だと思っておりますので、そう

いうことを重点的に、そして、地域が連携した中で包括ケアシステムが形成されるよ

う、保健福祉課、子育て支援課とともに、いろいろ検討していきたいと思っておる次
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第でございます。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） よろしくお願いします。 

次のごみステーションはまた後でということで。 

こども家庭センターの切れ目ない支援の充実ということで、村としてやっている家

庭センターということで、青少年育成会とかもあったりするのですけれども、これは

地域の、中大池なら中大池とか、竹田とか、そういうところにあるのですけれども、

そこらのところはどのように考えているのかお聞きしたいのですが。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 地域のそれぞれの団体と協力していくことはもちろんなのです

が、私としてまず考えたのは、障がいといいますか、困難をお持ちのご家庭において、

こども家庭センターが開設されたことによって、福祉センターに在住することになり

ましたので、子どもから大人までの通した中で切れ目のないサービスが提供できるよ

うな形をしっかりと整えていきたいと思っております。 

どうしても今まで、小学校、そして中学となるたびにいろいろと支援が途切れるよ

うなこともございましたので、ずっと生涯を通して、一応６５歳までは安定した形で

サービスが提供できるような仕組みを私は想定して、この公約をつくっております。 

地域全体のいろいろな団体を結合して、そして融合させた活動をつくっていくこと、

それも私も考えておりますが、この公約の中では入れておりませんので、よろしくお

願いします。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） 分かりました。 

それでは「産業」ということで「工業団地の利点を生かし、農業と商業の調和が取

れた産業活動を支援、推進します」ということで、「地域に根差した企業を誘致し、

労働者の移住促進、優良農地・かんがい施設等設備等農業基盤を次の世代へ。村外事

業者が協働で取り組む事業を支援します。ふるさと納税で山形村を元気にします」と

いうことで、地域に根差した企業といっても、来て目指していくという形になると思

うのですけども、そこらのところはどういうお考えなのか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） おっしゃるとおり、まずは進出していただくことが第一でござ

います。 
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その中で、村内の従業員の方を雇用していただいて、そして、地域の方々と連携を

取れた企業になっていただけたら村としても非常にありがたいと思っております。 

その企業が、よりいろいろな面で村の事業に協力してくれたりとか、いろいろな提

案をしていただくような、そういったお互いに提案し合いながら、そして成長し合え

る、そういった環境の企業になっていただくことを私は期待しておりますし、企業の

皆様も、地域未来促進法に基づく出店で恩恵を受ける企業の皆様もございますので、

そういった形をこれからも、自分の事業も確実に成長させながら、なおかつ村のこと

もちょっと協力していただけるような、都合のいい私の判断でございますが、そうい

った企業に、成長、またそういう関係性を築いていけるような関係を持ちたいと思っ

ております。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） ありがとうございました。呼びかけをしていくということが

とても大事だと思いますので、ぜひよろしくお願いします。 

次の項の、優良農地・かんがい設備等農業基盤を次の世代へという、今度、唐沢地

区が始まるわけですけれども、全体、中信平から見ていると山形はちょっと遅れてい

ると感じるものですから、ぜひ畝灌も、耐用年数も過ぎようとしているのですけども、

ほかにもやり残してあるところがあったりして大変遅れていると思いますので、農家

の人はどうしているかという声かけもしていってもらいたいと思います。 

最初に工事をしたところが残っているという状況ですので、そこらのところは私も

大変心配しているわけですけれども、ぜひ村からもせかすような形でやってもらえた

らと思います。 

それと、次の項の村外事業者が協働で取り組む事業を支援しますというのはどうい

うことなのか、お願いします。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 現在、村の中でも若手の事業者の方が、いろいろなことを考え

ていらっしゃいます。そして、その方々が新しい取組をされようとすることもあるか

と思いますので、そういったために制度設計をまずできたらと考えております。 

実際にどういうことをできるかはそれぞれの事案によって異なりますが、どういう

制度をつくるかということからしっかりと考えていき、いろいろな研究を進めていき

たいと思っております。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 
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○１０番（上條倫司君） これは、農業面と商業面、工業面ということですね。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） おっしゃるとおり、すべての産業においていろいろなつながり

ができることを私も望んでおりますので、そういった若い人たち、もしくはまたいろ

いろな事業者の方が手を挙げていただける、そういったことを想定して制度ができた

らと思っております。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） この間も商工会青年部と話す機会があったわけですけれども、

商工会青年部も大変若くてやる気のある人がおりますので、いろいろとやってみたい

ということが出てくると思いますので、ぜひよろしくお願いします。 

次の「ふるさと納税で山形村を元気にします」というのはどういう内容なのか。よ

ろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 私自身、最初農業者だったものですから、農産物を中心にふる

さと納税を増やせばいいのではないかという考えで最初は思っていましたが、実際を

考えますと、農作物はどうしても期限といいますか、出荷時期が決まってしまってい

るものですから、通年を通しての物が確保できない。そして、山形村には通年を通し

て製造しているような工業製品もございませんので、そういった中でいろいろ検討し

ていくことで、企業版のふるさと納税を導入していくことを今非常に考えております。

企業の方にもメリットもありますし、自治体においてもメリットがございますので、

今までのふるさと納税を今度企業版という形で進めていきたいと、私は考えておりま

す。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） 十何年前ですか、六次産業ということで騒がれたこともあっ

たのですけれども、どうもそういう業者がなかったり、上手に農産物が結びつかなか

ったところもあると思うのですけども、ぜひそれも諦めないで、やっていってもらい

たいと思います。 

材料はあるけれども加工の仕方が分からないということになっていると思うので、

そこらのところぜひ、小まめに探していく。お米は貯蔵の利くものですから、うまく

売り出していくということが大事だと思いますので、貯蔵の利くものから、加工も手
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がけていってもらいたいなと思います。ぜひ、細かいところから順に始めるというこ

とも大事ですので、そちらも忘れないように進めていってもらいたいと思います。 

それでは「行政」ということで「施策・事業の棚卸しを行い、女性や若者の意見を

反映し、時代の変化に乗った行政運営を実行します」と、これはどういうことなのか。

棚卸しということがよく分からないのですけれども、お願いします。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 棚卸しの件についてご説明させていただきます。 

今まで行政がやってきた中でいろいろと積み残してきた、本当に何十年にもわたり

事務作業をやってきたわけなのですが、実際に必要な仕事、これは考えたほうがいい

仕事、これはなくしたほうがいいというような条例であったりとかあるわけですが、

そういったものをしっかりと整理して、そして、デジタル化に向けた取組に向けての

準備を進めるという意味での棚卸しでございます。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） 分かりました。よろしくお願いします。 

次の項の「施設の利用方法を検討し、集約を図ります」と、これをお願いします。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 昨日のご質問にもいろいろ出ているわけなのですが、今行政が

抱えています、持っている施設、いっぱいございます。そして、新たに複合施設を建

設する計画で進んでおりますので、それを建設するにあたりどのようにして集約化を

図っていけるか、それが一番の課題であると思います。 

ですから、その施設をいかに効率的に運営していく、そして、ランニングコスト、

メンテナンスコストをいかに抑えていくか、そういうライフサイクルにおいてのコス

トのダウンという適正化を図っていくことが行政にこれから求められていることだと

思いますので、それを実行できた自治体がこれから生き残っていけるものと私は思っ

ておりますので、しっかりとそういったことを考え、そして実行していくことがこの

村のためだと思っております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） 分かりました。かじ取り、よろしくお願いします。 

この「ＤＸを推進します」というのはどのようなお考えか、お願いします。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 
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○村長（百瀬繁寿君） 庁内においてのＤＸというものが、いろいろとシステムをつく

り、作業を簡略化、そして、デジタル化することによって職員負担を柔らげ、そして

その柔らげた時間を今度新しい施策に使っていただくためのＤＸでございます。 

住民の皆様にとってのＤＸは、今回トレーニングセンターの予約システムも、ご自

宅で、スマートフォン等で入力できるような体制になります。そしてまた、窓口を今

検討しているわけなのですが、１か所で、ワンストップでできるような形を考えてい

けたらという検討もしておりますので、そういったデジタル化も含めた、いろいろな

サービスの形を統合して、住民の皆様が本当に行政とのつながりが、簡単にといいま

すか、手間をかけずにサービスを受けられる体制をつくっていくことも、ＤＸを含め

て考えていきたいと思っております。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） 世の中が変わってくるという、年寄りからするとそういう時

代になってきていますので、ぜひ説明もしっかりして進めていってもらいたいと思い

ます。 

それと、なろう原公園の合葬墓はいつ頃できるのか、どういう形になっているのか

教えてもらいたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 村田住民課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 合葬墓の建設ということでありますけども、今回、令和７

年度予算の中で建設費を計上してございます。今後、秋ぐらいになると思いますけれ

ども、実際秋なのですけども、１０月以降に工事の発注で建設に着手をしていくとい

うことであります。 

あちらは埋蔵文化財の地域ですので、そういった届出も工事の事前の届出というこ

とで、県にも通知をしたところ、やってもいいよという結果が先日下りてきましたの

で、いよいよ建設に移っていく段階になっております。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） ありがとうございました。 

「スカイランドきよみずの運営を検討します」という、これをよろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 今、議会の皆様にもご相談しながらいろいろ検討を進めている
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ところでございます。 

  スカイランドにつきましては、廃止、解体に向けての検討を始めたところでござい

ます。そこにおいては、住民の皆様のいろいろなご意見もお伺いしなければいけない

と思っておりますので、それも含め、随時、議会の皆様、そして住民の皆様と、話す

機会は、回数は限られると思いますが、皆さんのご理解をいただけるような形を提案

し、そして、ご理解していただくように進めていきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） ありがとうございました。 

○議長（大月民夫君） 上條議員、質問事項１は終了でよろしいですか。 

○１０番（上條倫司君） はい。 

○議長（大月民夫君） それでは、上條倫司議員、次に質問事項２「連絡班について」

質問をしてください。 

  上條議員。 

○１０番（上條倫司君） 「連絡班について」。 

質問１、連絡班の見直しをどのように行うのか伺いたい。 

質問２、未加入の村民への対応はどのように考えているか伺いたい。 

よろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 「連絡班について」のご質問にお答えいたします。 

１番目のご質問の「連絡班の見直しをどのように行うのか」についてお答えさせて

いただきます。 

住民同士の日常的な連携と、災害時などの迅速な情報伝達と安否確認の両立を目指

し、まずはごみステーションを中心としたコミュニティの実証実験を行いたいと考え

ておりましたが、準備を進める中で調整が必要な点もございましたので、再度検討し

ているところでございます。 

２番目のご質問の「未加入の村民への対応はどのように考えているのか」について

お答えさせていただきます。 

連絡班への加入・未加入、または脱退は、ご本人の意思によるところが大きいわけ
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ですが、有事の際には隣近所との関係性はとても大切であると考えています。いまだ

答えを導き出せてはおりませんが、未加入者であっても防災面では何らかの形でつな

がれる、そんな関係性を構築できればと考えております。 

そんな関係性を築く１つの策として、１番目のご質問の答弁にもございましたごみ

ステーションを中心としたコミュニティの実証実験を検討したいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） ありがとうございました。 

連絡班、やめていったりしたところがあるということで、大変難しい問題なのです

けれども、いろいろと施策が、考えがあるということは、必ずいい方向に向かってい

くのではないかと。村長がこうやりたいということがあるということが解決策の１つ

の方向を向いているということで、私は期待したいと思います。いろいろな検討をし

て、役場の中でいろいろな検討をして進めていってもらいたいと思います。 

ＳＤＧＳではないですけれども、１人も取りこぼさないではないですけれども、村

の連絡が行き届くという本来の形に戻していきたいと思っているということは、大変

いいことだと思います。 

それと、昨日分からなかったことがあるのですけれども、転入者というか、村外か

ら来る人が来たときに、村で、登録に来たときに、強制的ではなくても、どちらでも

いいよというような答えで進めているというところがよく分からない、説明してもら

えたらうれしいなと思うのですけれども。よろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） 藤澤総務課長。 

○総務課長（藤澤洋史君）説明が足りなかったかもしれません。すみません。 

転入者の手続があった際には、総務課で様々、手続の方法ですとかという案内を最

後にさせていただきます。そのときに区・連絡班とはこういうものですよ、そういっ

た説明もさせていただきます。 

そこの加入については村で強制すべきものではないものですから、そこの部分を昨

日ご説明させていただいたつもりであります。強制的に「あなたはここの連絡班の加

入者になりますので」ということは村ではご案内がなかなかできないといったのが今

の現状です。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） 連絡班に入ってもらいたいけれども、連絡班に入れというこ
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とは言えないということになるということですか。よくそこが分からないものですか

ら。 

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） 議員の今おっしゃるとおりでありまして、連絡班には入っ

ていただきたいというのがあくまでも行政としてのスタンスです。ただし、その後に

ついて強制的なことは言えない、取れないといったところがありまして、どうしても

その選択肢を与えてしまうというところになるのですけれども、今現状はそのような

ご案内をさせていただいているというところであります。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） そのときに「区長さんはこの人で、行ってください」とか、

そういうことも言わないのか、どうなっているのか。 

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） 区長さんには事前にご連絡、ご了解をいただいてあって、

「こういう人が転入してきました」というところで、区長さんからアプローチをして

もらうような形で、「区長さんからまたご連絡が行きますので」という話のご案内は

しています。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） 昔は「区長さんがこの人なので、この人のところへあいさつ

に行ってください」という案内があったと思うのですけれども、そこらのところはど

こで変わってしまったのかお聞きしたいのですが。 

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） いつから変わったかというのは承知をしておりませんが、

区長さんへ行政から、定例の区長会なり、担当からご案内を差し上げて、区長さんで

加入の推進していただくという形を取らせてもらっています。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） 区長さんからアプローチをしていくということですね。入ら

ないと言えば入らないし、そこらのところですね。分かりました。 

連絡班に入る、入らないというのは本人が決めていくということで、一応、届けに

来たときは、どこの連絡班にという区分けはしてくれるということですね。 

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） 例えば、お家を建設されました。ここの、元々あるうちに
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転入されますというときには、その所属するべき連絡班はご案内します。ただ、大き

な造成地とかになりますと、おいおい連絡班ができるということもありますので、そ

ういったところはそういったご案内を差し上げるといった内容でございます。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） 分かりました。強制ではないということで。 

ごみステーションでの連絡班は、今考えているということでいいわけですね。どち

らに行くかはまだ決まっていないけれども、検討はしていると、そういうことですね。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） そのように考えております。 

今現時点では、取りあえず私の出身であります小坂区の、ちょうど連絡長さんと評

議員の方が集まる集会がございましたので、区長さんにお話をしたところ話してみた

らどうかという提案を受けまして、その中で、私１人で、私の考えを述べさせていた

だいたところでございます。 

その中で頂いたご意見や、勧誘の内容も含めまして、そして、今までいろいろな先

進地の事例も、今検討中といいますか、解析中でございますので、そういったこと含

めて、しっかりとした形でもう一度、再度検討していくという形で今進んでいるとこ

ろでございます。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） 分かりました。また発表できる段階になったら教えてもらい

たいと思います。 

１番の質問、２番の質問を通じて、まとめていきたいと思います。 

山形村も１５０年を過ぎて、１５１年目ということで、大変長い歴史の中で村が続

いているわけですけれども、いろいろなことが混ざり合って、山形村というのができ

てきたというようなことで、先日、講演の中で、北海道の東川町の勉強をしたわけで

すけれども、村長も同席して講演を聞いたということで、私としては東川町というの

はかなり行政の中では進んでいる。どうしたら村をよくしていくかというのを研究し

ていて、景観条例まで行っているということは、これはすごいことだなと大変感銘を

受けたのです。 

村長としてはお金を取ってくる、見つけくるということが非常に大事なことではな

いかと。「お金がねえもんで、できねえわ」ということは、口が裂けても言ってはい
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けない言葉だと思います。 

山形村も景観条例はどうだというとこまで行ってもらいたいと。そこまで行ってい

るということは洗練されたまちづくりしているなと感じたわけです。そこを突き詰め

ていってもらいたい。洗練されるということはどういうことなのか、どういう行政を

しているとそうなるのか、そこらのところは目標を見失わないで進めていってもらい

たいと思います。願いとして思いますので、よろしくお願いします。 

以上で質問を終わりたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 以上で上條倫司議員の質問は終了いたしました。 

  ここで、短時間ですが、若干休憩を取りたいと思います。この時計で１０時５分再

開といたします。若干、休憩します。 

（午前 ９時５６分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） それでは、休憩を閉じ、会議を再開します。 

（午前１０時 ４分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

         ◇ 小 林 幸 司 君 

○議長（大月民夫君） 質問順位９番、小林幸司議員の質問を行います。 

  小林幸司議員、質問事項１「スカイランドきよみず廃止に伴う今後の対応と近隣住

民の安全確保について」質問してください。 

  小林幸司議員。 

         （５番 小林 幸司君 登壇） 

○５番（小林幸司君） 議席番号５番、小林幸司です。今日は、２つの質問させていた

だきます。 

  まず１項目め「スカイランドきよみず廃止に伴う今後の対応と近隣住民の安全確保

について」ということで、前段でお話をさせていただきます。 

  先月、８月１４日の山形じゃんずらは、好天に恵まれ、盛大に行われました。大変

ご苦労さまでした。また、９月９日には清水高原の管理組合の総会もあり、スカイラ

ンドきよみずの廃止の方向であるという中から開催されました。出席者も大変多く、

様々な意見や、手厳しい発言がありました。 
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  その折に、村長発言として「今後の計画は何も決まっていないのでお答えできませ

ん」と何度も繰り返しおっしゃっていました。 

  ８月１８日に行われた全員協議会では、解体費用に約２億 3,000 万円余り、また、

２０年後まで維持するのであれば６億 2,000 万円余りの村費の投入が必要であると試

算が出されました。 

  そこで、今後の課題として以下の質問をいたします。 

  ①１２月以降の清水高原一帯の住民の安全をどのように守っていくのかお聞かせく

ださい。災害時の避難場所。清水高原一帯の道路管理。冬期の除雪。ごみの回収対応。 

  ②管理組合の総会で、住民の方から「清水高原一帯を管理する職員の配置と管理セ

ンターの設置をしてほしい」との要望が出されていましたが、村としてのお考えをお

聞かせください。 

  ③今後の簡易水道の在り方について、どのように維持・整備していくのか、お考え

をお聞かせください。 

以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 「スカイランドきよみず廃止に伴う今後の対応と近隣住民の安

全確保について」のご質問にお答えいたします。 

１番目のご質問の「１２月以降の清水高原一帯の住民の安全をどのように守ってい

くか」についてお答えさせていただきます。 

まず、大前提として、清水高原に暮らす方々、別荘利用者の方々の生活や安心安全

を守るためできる限りの対策をすることが大切だと考えております。 

災害時の避難場所については８月の定例全員協議会の際にも申し上げましたが、今

後も緊急時に身を寄せられる避難所機能を伴った施設は必要だと考えております。 

高原一帯の道路管理については、定住されている住民の生活道路であり、清水寺へ

と続く観光道路でもございますので、これまでと同様に道路の維持管理に努め、交通

に支障のある枝等の伐採も計画的に行っていきたいと考えています。 

冬期の除雪についても、これまでと同様に降雪量を勘案し、融雪剤の散布や除雪を

行っていきたいと考えております。 

ごみの回収につきましては、先日、定住者懇談会では２つの案を示したところでご
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ざいます。 

１つ目は取り壊し後にステーションを新設する案、もう１つは最寄りのステーショ

ンを利用する案でございます。具体的にはこれから調整していきますが、行政側とし

ては従来の村の改修計画に沿った対応をしていきたいと考えております。 

２番目のご質問の「管理組合の総会で清水高原一帯を管理する職員の配置と管理セ

ンターの設置の要望が出ましたが、村のお考えは」についてお答えさせていただきま

す。 

スカイランドきよみずの存廃にかかわらず、現地一帯の管理機能は維持しなければ

ならないと思っております。そのためには、携わる人の確保や、もし廃止により現在

の施設がなくなるとすればの仮定の話ではございますが、ホテルや宿泊を目的にした

施設とは全く別の役割を持った代替施設の設置が必要でございます。現時点ではそれ

も視野に入れた対策も思案しているところでございます。 

様々な課題があり、その１つ１つに結論を出していかなければなりませんが、まず

は１１月末の施設の閉館までの限られた時間の中で、仮に暫定的な措置であってもそ

の後の体制をどうするか、関係者の皆様に早くお知らせしていかなければならないと

考えております。 

３番目のご質問の「今後の簡易水道の在り方についてどのように維持・整備をして

いくか」についてお答えさせていただきます。 

先日、議会全員協議会でもお示ししましたが、スカイランドきよみずが事業廃止し

た場合、収益は大幅に減っても事業にかかる経費はそれほど減らないものと推測して

おります。当面は一般会計からの繰入れにより不足分を補てんしていくことが想定さ

れております。 

水質の管理については、配水池の水の動きが少なくなるものと思われます。例えば

職員が定期的に下流側の消火栓から水を流すなど、水が滞留しない方策を検討してい

きたいと考えております。今後の整備については、水道水の供給量は減少しますので、

設備を更新する際はダウンサイジング、またコンパクト化をしなければならないと考

えております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 小林幸司議員。 

○５番（小林幸司君） 分かりました。 

再質問に入る前に、１１月以降の管理というところで、指定管理者でありますドリ
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ームホテルの、３月までという予定だったのではないかと思うのですが、ドリームホ

テルの対応はどうだったのかというのを教えていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 藤澤総務課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） 協定の期間は、議員のおっしゃるとおり３月３１日まで協

定を結ばさせていただき、所定の予算額の指定管理料を計上してございます。 

村で、村長就任以来協議をする中で、仮に廃止、解体に進むのであれば、必要以上

の経費は、なるべく支出は抑えたいといった考えもございます。今、ドリームホテル

さんとはその部分を調整させていただいていて、来週にも打合せの機会を設けるとい

うことで、日程の調整をさせていただいたというところであります。 

ドリームホテルさんとしては、昨年の２月、私の前のあれになってしまうのですけ

ども、昨年の２月の段階で、あと１年というお約束をいただいて、今動いてる最中な

ものですから、ただしその１年の中では１１月末で営業自体は終了させていただきた

いというのもありましたので、そういった中で今調整をさせていただいてるという状

況です。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 今の答弁の中で、今年の２月の時点での１１月までの営業をし

たいというところで、指定管理費が 2,500 万円、昨年よりも上がっているわけですよ

ね。その上がった部分を１２月以降営業しないので、調整中ということは、割引きも

あり得るということでよろしいのでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） 昨年度の３月末に結ばせていただいた協定の中で、従来は

協定期間内の翌年度に精算をかけましょうという文言だったのですけども、それを年

度内と一部修正をさせていただいております。それは精算も可とお互いに納得した上

での協定の締結ということになっておりますので、これからの話でありますけれども、

ドリームホテルさん側とは、もしそういう話になればそういった部分も調整をしてい

く必要があると考えています。 

○議長（大月民夫君） 小林幸司議員。 

○５番（小林幸司君） 分かりました。なるべくお安いというところでお願いをしたい

と思います。 

昨日の三澤議員の質問の中の、村長の回答の中で、避難施設というような話が出て

おりました。従来のそのホテル、きよみずを解体して、その後に避難施設をつくりた
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いというようなお話もありましたが、１２月から監視カメラをつけての柵をつける、

そして、解体に向けての作業が始まるわけなのですが、もし解体をするにあたっての

日数的なところは今試算をされているのかどうか教えていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） まだまだ、数字をようやくそろえたというのが正直現状で

はあるのですけども、解体をするにあたっても、実施設計、設計会社なりの設計を入

れないと村では管理ができないですし、ダイオキシンといった問題もありますので、

専門的な見地を持った方で対応していただくというのが正論かと思います。 

  その設計をするだけでも恐らく数か月といった時間がかかってしまいますし、そう

なるとスカイランドきよみずの立地条件から言いまして、冬期間は恐らく解体作業と

いうのは本当にやれることが限られてしまうのではないかというのは想像もしていま

すので、解体期間がどの程度、２か月なのか、半年なのか、１年なのかといったとこ

ろも含めて、まだ全然読めていないところが現状であります。 

これで、今、廃止、解体に向けた検討を始めて、いざ解体と決定になれば、またそ

この部分は詰めていかなければいけない部分だと思っております。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 分かりました。解体して、もし新しい施設をつくるにしても、

１年後くらいはかかるのではないかという見通しですが、もし災害が起きたとき、そ

の地帯に住んでいる皆さんの避難場所はどこを考えているのか教えていただきたい。 

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） 本当に心配する部分ではあります。 

スカイランドきよみず自体が閉鎖して、そのつなぎの期間の間にもし有事の際はと

いうお話だと思うのですけども、今現状用意できているものは正直ございません。 

大至急、今検討を重ねている中で、なるべく投資の少ない形で何かできないかとい

うのも１つ方法としては考えなければいけないと思っていますし、地元の住民の皆さ

んの安心といった部分を確保する意味では、スカイランドに代わる建物というわけに

はいかないのですけれども、少しでも身を寄せられる何かは準備をしなければならな

いといったところを、この閉鎖までの時間のない中なのですが、検討を加えていかな

ければいけないとは考えています。 

ただ、本当に１１月で終わって、１２月からすぐにこちらに避難してくださいとご

案内ができる施設は現状ないというところもありますので、そういったところも含め
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て、時間的なタイムラグは出てしまうかもしれませんけれども、説明を丁寧にしなが

ら、ご理解をいただければと考えています。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 数年前に、山形村は、清水光高原一帯の雨氷のときに、県警と

いうか、ヘリコプターを使っての輸送等が行われたと思います。今回、もし道が、堂

ヶ入や唐沢から登る道も全部閉鎖された場合のことを考えておかないと、食料、燃料、

そういうものを搬送するということになったときの事態、それは検討されているかど

うか教えていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） 議員のご心配のとおりだと思います。村長も同じ心配をさ

れておりまして、まず、ヘリポートの建設はできるかどうかというのを検討するよう

には指示をいただいておりますので、そういったものも含めて、今後の建設予定の中

に入れていければと考えております。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 分かりました。まず、住民に丁寧な説明をするともに、安全を

確保するというところで進めていっていただきたいと思います。 

次の、道路管理について説明をお願いしますが、管理組合の総会の村長の発言の中

で、住民の皆さんでグループなり組合をつくっていただいて、自分たちでやってもら

いたいというような発言がありました。その反動というか、住民の中からの言葉では

「この一帯を我々だけでやることは絶対無理なんですけど」という話がされて、大分

両方、村長もでしたが、興奮をされて、お話をされていました。 

あの一帯を見ると、自分のうち、別荘の周りをきれいにすることはできるかもしれ

ませんけれども、その別荘地帯一帯を住民の方だけでやるというのは無理だと思いま

すので、そこは村でしっかりと管理をして、道路も含めて、先も整理をしていくとい

うことを考えていったらどうかと思いますが、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 私の申し上げた内容としましては、まずは管理組合というもの

がございましたので、管理組合での話をさせていただいたところでございます。それ

は行政の話とは違う話でございますので、取りあえず管理組合の中で、管理組合で管

理しなければならないと思われる、別荘のところに関しての管理について、私は申し

上げたつもりでございます。 
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私は、あの場は管理組合の総会だと思って発言していましたので、そこら辺の意見

といいますか、認識の違いが多分あったのだと私は思っております。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 確かに、管理組合には村からのお金というものは入っておりま

せんので、管理組合にいる皆さん、別荘に住んでいる皆さんのお金が納められて、そ

れからの維持費ということで、それぞれの、お掃除なり、管理をしていくお金という

こと、草刈り機の燃料代だの、草刈り機を買ったというような話もありました。 

そんな中で、その管理組合に所属するのは別荘の皆さんなのですが、そこは村長と

いう名前で組合長もありましたし、私も理事という形で名前を挙げてありましたが、

管理組合が主体となって誰が先導していくのかというのがまだ分かっていなかったよ

うな気がします。管理組合を先導して、どこをどう直していったり、掃除をしていっ

たり、草を刈ったりするというのは、誰が指示をしていくのか、そこら辺が決まって

いなかったのではないかと思うのですが、そこら辺はどう思いますか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） それも含めまして、私から管理組合の組合長として提案をさせ

ていただいたところでございまして、行政としての村長として発言したつもりは一切

ございません。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 分かりました。これから管理組合という形でまた続けていかな

ければいけないと思いますので、その違うところで、管理組合というか、管理センタ

ーをつくるという話は、あったような、なかったような。ここへ村の職員を常駐させ

てほしいという話は、あそこの席ではあったと思います。 

先日、総務課長、産業振興課長、私、それと、職員４人で、開田高原へ視察をさせ

ていただきました。開田高原も県の誘導で別荘地の開発を行ったと。山形と全く同じ

状態でした。ですが、開田高原という人気の場所ですので、住民の方も率先して管理

の手伝いをする。そんな中で、管理センターというのがありました。その中では、７

人の方が、道の掃除、庭木の手入れ。これは、依頼されればその別荘地の人から「私

のところの別荘の周りも草を刈ってください」ということがあれば、お金は別個にか

かりますけども、そういう管理をしておりました。 

そんな中で、行ってきた報告、村長にあると思いますが、なかなか山形のレベルで

は無理かなと、やっていくことは多分無理なのではないかと思うのですが、管理セン
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ターを置いて職員を常駐させる、これは多分できると思うのです。ここが駄目なので、

施設の、そこにいた職員が見て「管理組合の皆さん協力してください。ここの草刈り

を一緒に何日にやりましょう」という計画はできると思うのですが、管理センターを

設置するというのは、村ではできないかもしれませんが、組合としてできるのかどう

か。スカイランドきよみずの跡地につくるものに管理センターを置くという考えがあ

るのかどうか教えていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 村長という立場でその管理組合長のことを話していいのか、私

自身が悩んでおりますけれども、村として対応するとしたら、管理センターという形

ではなく、そこにお暮しの住民の皆様の安全を確保できる、そして、水道施設を利用

した、なおかつ観光に使えるような、そういった施設の中で、相対的に考えていけた

らと思っております。 

これは管理組合の話も一緒に入ってきてしまうとややこしくなる話でございますの

で、時間をかけながら、いろいろ整理した中で進めていかなければならない問題だと

思っておりますので、そこら辺はしっかりと分けた形で考えていきたいと思っており

ます。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 分かりました。なかなか明確な回答を多分できないと思います。 

もしその管理センターではなくて、避難所としての役割、観光案内所としての役割

として跡地につくるとしたら、観光案内はするということでもよろしいのでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） まだ仮定の話の仮定の話の仮定になってしまっているもの

ですから、なかなかお答えのしづらさがあると思うので、私からお話をさせていただ

きますと、せんだって行かせていただいた開田高原の、議員も一緒に行っていただい

たので、御覧のとおり本当にすばらしい管理をされている、すばらしい一般財団法人

にきちんと格づけをされた組織で動いているようなセンターと、参考にはなるのです

れけれども、私どもで比較にはなかなかできない部分があります。確かに見せていた

だいたものは本当にすばらしいもので、あんなことができれば理想だというのが、私

も同じ感想だったと思います。 

今、後継施設がもし建った場合に、その中に何を入れるか、何を入れるべきかとい

うのは、本当に村としてまず考えなければいけないところで、それを組合の皆さん、
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定住者の皆さん、あと、別荘の所有者の皆さんにご理解をいただくといった段取りで

進めないといけないと思うのです。最初にこういったものが決まりましたとやってし

まうと、なかなか進むものも進まないといったこともあると思いますので、今は様々、

産業振興課でも、ＬｏＧｏフォームでご意見を頂戴できるような、皆さんから遠方に

いてもご意見をいただけるような方法も今準備をしてもらっていますし、それが開い

ている状態でもありますので、様々な意見をいただきながらどんなものが適正で、た

だ、村としては村長が申し上げましたけれども、避難所機能を有した観光の部分も担

えるような後継施設というのを今ぼやっと本当に思っているだけなものですから、そ

ういった内容で、今の段階ではご理解いただければありがたいと思っております。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 分かりました。 

冬期の除雪の関係でお話を聞きたいと思います。現在も、これまでも村で清水高原

の主道といいますか、主幹道路は村でかく、あとの細い道は管理組合にお任せした、

委託した方にお願いをしているわけなのですけれども、スカイランドきよみずがなく

なってしまうとそこに行っていたお客さんもいなくなるので、なかなかその除雪に関

して重要性がなくなってしまうという考えになってしまうと思うのですが、この点は

今までどおりに除雪をしていくという計画なのかどうか、教えていただきたいと思い

ます。 

○議長（大月民夫君） 中村建設水道課長。 

○建設水道課長（中村 光君） スカイランドの有無にかかわらず、住民の方の生活道

路でありますので、そこは特にスカイランドあるなしにかかわらず、重要な点と考え

ておりますので、これまで同様、同じ体制を取らせていただきたいと考えております。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） ぜひ、よろしくお願いいたします。 

ごみの回収についてお聞きします。今まではスカイランドきよみずの地下駐車場で

管理をしてごみの排出をしていたわけなのですが、今度１２月からはどのような体制

で行う考えを持っているか、もう一度お願いいたします。 

○議長（大月民夫君） 藤澤総務課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） 全体的な動きだけ、私で掌握をしていますので、私からお

答えをさせていただき、あと詳細については担当課長でお願いできればと思いますけ

れども、ごみの収集については、せんだって８月２２日だったと思いますけれども、
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まずお困りになるのが定住者の皆さんかなと思いまして、定住者の皆さんと懇談会を

開かせていただきました。 

その際には、先ほど答弁の中にもありましたけれども、２つの案として、現在の場

所付近にステーションを設けるか、それから、既存のというと直近だと美野里とかに

なると思うのですけども、下に下りてきたところに設けるかといった提案をさせてい

ただいたところなのですが。どうやっても利便性を考えますと、やはり上にあったほ

うがというのが、私個人的な意見であります。 

ただ、防犯面で今回補正予算をお願いしてありますけれども、防犯の意味で、スカ

イラドきよみずが１２月以降、閉鎖というか営業がなくなった時点で、囲いをつくら

せていただきたいというのは、今思っているところです。そこには様々な防犯上の問

題が出てきてしまうと思いますので、そこは立入りを禁止させるような制限はさせて

いただきたいなというのが、今私が考えているところです。 

ごみの置き場については、どうしても今の場所というわけにはいかないと思います

ので、冬も困らないように、除雪がされる路線の近くにどこか、今のごみ置き場の、

今物置きを使っているのですけども、それを職員で移設をして、それを使っていただ

ければいいかなと考えていますが、これも今調整段階でありまして、そのようなこと

で考えてはおります。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 住民の皆さんが苦労をしないようにつくっていただければいい

と思います。 

スカイランドきよみずの下の砂利の駐車場、広いところがありますので、そこら辺

が一番楽というか、適切なのではないかと思います。 

それと、車を使える人は美野里まで下ってきても、そこから自分の仕事場に行くと

いう人もいると思うので、２か所でもいいのではないかなとは思いますので、今後の

課題ということで検討していただきたいと思います。 

２番目以降の質問は、先ほど管理センターの話までしてしまいましたが、今後の課

題ということ。村として管理センターをつくることは多分無理だと思います。管理組

合の中でそういう提案がされて、村として融資ができればという形を取っていただけ

ればと思うのですが、その辺は、建物に関しての、避難所とは別にということでお考

えがあるかどうか、教えていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 中川産業振興課長。 
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○産業振興課長（中川俊彦君） 先ほど来、代替建物のお話も出ておりますけれども、

最初の答弁でも申し上げましたように、あそこに定住者がいて、別荘地帯があってと

いう事実がある以上は、村としてもあそこ一帯を管理するという機能はどこかに確保

しなければいけないということは大前提だと思います。 

これまでの管理組合の形態というのが村との関係もなかなかはっきりしていなかっ

た部分もあるものですから、今回のこの問題に関してですけれども、ここのタイミン

グに合わせて、それも少し時間をかけてですけれども、整理しなければいけないかな

と、必要があると思います。 

その上で、どういう形でその代替の建物あるいは、危機管理もそうですし、観光面、

産業面もそうですし、それから、管理機能を持った建物ということもそうですけれど

も、複合的に考える必要があって、それぞれのものをそこに建てることは当然できな

いと思いますので、それがどこの所管でどう運営するのかということは、先ほど来村

長は申し上げていますけれども、いろいろな意見を参考に、総括した上で、時間をか

けて、ちゃんとしたものをつくるために準備をする必要があると思います。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 分かりました。しばらく時間がかかると思いますが、ぜひ有意

義な施設になればと思います。 

３番目の質問の中で、簡易水道について、今も大分老朽化をしているわけなのです

が、今後何年もつと考えているか教えていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 中村課長。 

○建設水道課長（中村 光君） 水道の配管につきましては、導水管は平成３０年頃更

新しております。また配水管につきましても今から３０年ほど前に更新をしておりま

す。 

ただ、配水池につきましては、昭和４７年から５０年にかけて建設されたものであ

りまして、こちらについては大分老朽化が進んでいると。具体的にいついつまでもつ

という試算は出てはいないのですけれども、特に浄水場の建屋につきましては現在雨

漏りもしている状況でありますので、早急に手を打つ必要があるのかなとは感じてお

ります。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 壊れてしまってからでは遅いので、その辺は十分管理をしてい
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ただいて、修繕もしていただきたいと思います。 

唐沢から上にポンプアップという形で上げての水道の管理だと思いますが、下の水

道貯水池、唐沢地点からのそのポンプの状態というのはどうなっているのか教えてい

ただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 中村課長。 

○建設水道課長（中村 光君） 唐沢浄水場から、簡易水道については、一切管がなく

て、ポンプアップという状況ではございません。 

今、浄水場ですと、二ツ又沢から導水管で引いて、今、スカイランドきよみずの下

にございます浄水場まで導水管で水が来ております。そこからポンプアップをして低

区の配水池、またそこから高区の配水池へと送っている状況でございます。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 私の認識不足で、下から上げているものだと思っておりました

ので大変失礼をいたしました。 

上のところの水源から一旦下、ちょっと下まで引いてから、また少し上げるという

状態でよろしいということですね。分かりました。 

今後、スカイランドきよみずの浴槽等で使っていた水を使わなくなるということに

なれば、水の滞留というのも起こると思いますので、先ほど村長の発言の中で、定期

的に下流から職員が消火栓等でという話がありましたが、これはどういうことをする

のか教えていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 中村課長。 

○建設水道課長（中村 光君） 先ほど村長答弁であった下流の消火栓から水を抜くと

いうのは１つの案でありまして、今後、水道の技術管理者、また水道の施設の保守点

検をしているベテランの方もいらっしゃいますので、そういった方と相談しながら、

どういった方法が一番いいのかというのは、これから探っていきたいと考えておりま

す。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 分かりました。 

この質問を最後にさせていただきますが、村長になってまだ５か月というところで、

前村長が廃止を決定できなかった。慌てて村民アンケートを取っての、廃止に向けた

方向でという話をされて、今回の９月にも補正予算がされております。住民の方も、

寝耳に水というような方もいらっしゃいました。 
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定住されている方はいろいろ情報が入ってくるのですが、たまにしか使わない、別

荘地としてしか使わない方にはなかなか情報が行きわたらないという状態だったと思

います。そういう人たちをまたここへ呼んで今後どうしますかというようなお話は大

変厳しいかと思います。 

まず最初に定住している方の意見を聞いて、１２月以降の、安全安心、ごみ排出に

ついて検討されていっていただきたいと思います。これは要望でございますので、こ

れで１番目の質問は終わります。 

○議長（大月民夫君） それでは、質問事項１につきましては終了とさせていただきま

す。 

小林幸司議員、次に質問事項２「南野尻産業団地誘致に伴う地権者・耕作者への村

の対応について」を質問してください。 

  小林幸司議員。 

○５番（小林幸司君） それでは、２番目の質問をさせていただきます。南野尻産業団

地誘致に関する、地権者・耕作者への村の対応についてということでお聞きをいたし

ます。 

今年２月から３月の第１回の村定例会で進捗状況をお聞きしました。１期分１４ヘ

クタール、地権者８８人との用地買収は昨年の秋までにほぼ完了していると答弁をい

ただきました。耕作についても令和８年度まではできるというお話がありましたが、

８月の初めにある方から用地買収の交渉がうまくいっていないというお話を聞きまし

たので、以下の質問をさせていただきます。 

①現在の産業団地の進捗状況についてお聞かせください。 

②村として買収交渉がうまくいっていないという話は聞いていらっしゃいますか。 

③地権者と開発業者との仲介役は、村としては取れないものかお聞きをいたします。 

④代替地の補償について、村として候補地など情報を提供できないかお尋ねいたし

ます。 

以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に村長、答弁願います。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 「南尻産業団地誘致に伴う地権者・耕作者への村の対応につい

て」のご質問にお答えいたします。 
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１番目のご質問の「現在の産業団地の進捗状況」についてお答えさせていただきま

す。 

１点目として、開発面積ですが、当初予定しておりました１４ヘクタールから、出

店を取りやめられた企業もございましたので、７社、約７．９ヘクタールの範囲を第

１期開発区域として進めております。耕作者の方々への、令和７年度中は耕作をして

いただけるとの説明を行っておるところでございます。 

今回対象にならなかった地権者の方には、説明を行い、ご理解をいただけたと報告

を受けております。 

引き続き、約６へクタールを２期工事と位置づけ、早期に着工できるよう企業誘致

を進めてまいりたいと思っております。 

２点目として、地域未来投資促進法に関する調整計画の同意を７月３０日付で受け

ました。 

３点目として、農地及び開発に関する手続関係ですが、農振除外、農地転用、都市

計画法に基づく開発許可等に関しましては、ほぼ計画どおりに進捗しており、令和８

年から道路給排水設備等の改良工事、令和９年度に区画内の造成建築工事、令和１０

年度中の操業開始を予定しております。 

２番目のご質問の「村として買収交渉がうまくいっていないと思う話は聞いていま

すか」についてお答えさせていただきます。 

一部の地権者の方で相続協議が進んでいないとの相談があり、職員が同行し、対応

しました。過日、第１期、第２期開発区域の地権者すべての方からご同意をいただい

たと報告を受けております。 

３番目のご質問の「地権者と開発企業との仲介役は取れないものか」についてお答

えさせていただきます。 

必要に応じて、地権者交渉には同席させていただいております。また、直接役場に

ご相談に来られた場合も、開発業者と情報共有をしておる状況でございます。 

４番目のご質問の「代替地の補償について、村として候補地など情報提供できない

か」についてお答えさせていただきます。 

代替地の提供に関しましては、産業振興課と連携を取りながら、代替地の候補にな

り得る農地の情報を必要に応じて提供しております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 



 －１８３－ 

○５番（小林幸司君） 今、お聞きしました。当初の１４ヘクタールから７．９、８ヘ

クタール程度ということに減ってしまった。残った後６ヘクタールについては第２期

工事という位置づけをされておりますが、本当の最初の計画ではもうちょっと広かっ

たような、山林までの区画は一応工業団地として計画したいというお話がありました

が、この１４ヘクタール、当初を計画した以外のところは今後計画されるのかどうか

教えていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 堤課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） 以前、他の議員の方から、全員協議会の席上でも、当

初の経過についてご説明をさせていただいたと認識しております。 

この南野尻産業団地の開発計画につきましては、遡りますと、令和５年５月から、

地権者の皆さんにご説明をしながら開発計画を進めてまいりました。村の土地利用計

画の中でも、議員のご質問のとおり、山林までの２２へクタールを産業団地誘致に向

けて取り組んでいたところでございますが、令和６年１２月以前、令和６年度、いろ

いろ企業誘致、地権者の皆様とのご相談をしていく中で、１回で２２ヘクタールまで

の開発は企業の出店の状況等を踏まえましてなかなか困難だろうというところ、また、

既に出店をご希望されていらっしゃる企業の皆さんにご迷惑がかからないように、と

りあえず１４ヘクタールを第１期開発地域として、現在に至っているところでござい

ます。 

それにつきましては、今回対象になりませんでした１４ヘクタール以外の地権者の

皆様には、昨年の１２月、企業の方で全戸訪問をさせていただきまして、今の現状と

今後の予定についてご説明をさせていただいて、基本的にはご同意をいただけたとの

報告を受けておりますが、いずれにしましても、残りの２２ヘクタールのうち１４ヘ

クタール除いた８ヘクタールの部分につきましては、すべての地権者の皆さんの同意

が原則でございますし、出店いただける企業の確保も必要になります。 

そんな中で、１４ヘクタールの企業誘致をしておりましたが、村長の答弁にありま

すように、海外情勢等々もございまして、若干出店企業が減りまして、１４ヘクター

ルから７．９ヘクタールに縮小になったことが現状の流れになっております。 

そちらの２期の工事のほうに、遅れる、地権者の皆様にも、企業のほうから丁寧に

ご説明をさせていただいて、出店企業が決まり次第速やかに対応するようにというこ

とでご説明をして、基本的にご理解をいただけたものとご報告を受けております。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 
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○５番（小林幸司君） 今回７．９ヘクタールの開発ということで、お聞きをしており

ます。この７．９ヘクタールに関しては、道路整備だの、工業誘致のための整備は進

めると思います。計画していた１４ヘクタールの中の残された６ヘクタール余りは、

畑として残っているのか、それともある程度の整備はされるのかどうか、お聞きをし

たいと思います。 

○議長（大月民夫君） 堤課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） ７．９ヘクタールの第１期工事にあたりましては、接

続道路ですとか県道の舗道工事も併せて行いたいと考えておりますので、基本的には

農地としてご希望があればご活用もいただけますけれども、一部は今回の交渉の中で

道路用地として若干ご提供していただく部分も含まれております。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 分かりました。 

今回のアメリカだけではないと思いますけれども、関税とか、物価上昇ということ

で、企業の皆さんもなかなか新しい工場をつくってまで操業できないということで、

７社に減ってしまった。これは残念なことでありますけれども、今後残された６ヘク

タールプラスの第２期、３期の誘致も、今の関連企業というか、開発企業はやってい

ただけるのかどうか、そこら辺を教えていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 堤課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） 当初の２２ヘクタールから１４ヘクタールに縮小にな

った部分でも、逆に民間企業から村の方向性も確認をしていただきまして、将来的に

は２２ヘクタールの開発を前提に引き続き協力をいただきたいということでお話をし

ております。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 分かりました。ありがとうございます。 

２番目の質問として、買収についてなかなかお話がうまくいってなかったという方

については、産業進興課長にお話をしたら、次の日にもう行っていただいて、お話を

していただけました。ありがとうございました。 

ということで、なかなか不安に思っている農家の皆さんもいらっしゃいます。残さ

れた自分たちというか、残って代替地がなくて今後農業ができなくなってしまうので

はないかという心配をされておりましたので、４番目にもありますが、代替地の案内

というか、農業委員会等で、売ります、買います、貸せますというようなこともやっ
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ていると思いますが、そのところへの案内をしっかりしていただきたいと思います。

農業委員会からの案内というのはなかなか、年度当初というか、２月、３月にこうい

う農地がありますよと。本当に借りたいという人は来るのですが、売りたい人もいる

のですが、買いたいという人がなかなかいない状況だと思いますが、そこら辺の、今

の山形村の、売りたい、買いたい、貸したいというような面積というのはどうなって

いるか、今分かれば教えていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 個別の具体的な面積は、すみませんが、ただいま持ち

合わせておりません。 

今、議員おっしゃった関係ですけども、今回のこの開発に関しては、大前提が官民

連携によるというようなことで、村が造成開発をするというスタイルではなくて、民

間の事業者が開発をしていくというところに村が後方支援といいますか、側面的支援

をするというような、そういう構造の開発になっております。でありますので、当初

から地権者への説明ですとか、いろいろなこのプロセスの中には当然村も責任を持っ

て参加をさせていただいておりますけれども、現場での交渉ですとか、動き、調整と

いうのは、委ねてある民間の皆さんにやっていただいているということです。 

その中に、個別の交渉といいますか、折衝といいますか、いろいろなヒアリングを

していただいて、今、耕作している方、それぞれに代替地の希望があるかとか、今後

どうする予定かとかというようなことを個別にヒアリングをしていただいて進めてい

る中で、「もし、どこかいいところないかな」と、そのような話があれば、それは私

どもにもそういった情報はいただきながら、どこか村のほうでもって「こういう情報

あるかいね」というようなところの情報提供はしている、そういったことが先ほど答

弁の中にあったことであります。 

ただ、必ずしも、そこでもってちゃんとお話をしていただけているかどうかという

のは分かりませんけども、後々「もう少し耕作面積を維持したいな」という話があれ

ば、それはそれでまた事業者の方に言っていただいてもちろん結構ですし、私どもに

通常の貸し借りの希望ということでもって、お申し出いただいても結構だと思います。 

いずれにしても、農業者が従来の経営を維持できるように努力するというのは私ど

もの務めでありますので、それは一貫して進めてまいりたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 分かりました。 
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令和１０年度には操業開始をというような予定になっております。どんな企業が来

るのか分かりませんけども、先ほどの上條倫司議員のときの答弁にもあったように、

生産、工業団地を誘致しての住民の労働というのも確保したいというような村長の発

言もありましたので、今後、課題となります。そしてまた、そこに働く人たちが山形

村に定住をしていただけるようなというところも加味して、今後、村も進めていって

欲しいと思います。 

最大というか、アイシティが来たときもいろいろと問題もありましたし、今回もそ

のアイシティ近辺にということで、優良農地が潰されるのではないかというようなこ

とがありました。前村長が言うには、なかなか後継者がいなくて空いている農地も多

いので、集約すればあのくらいの農地は余っているのだよというような話がありまし

たが、なかなか今山形村では若い人たちも農業をたくさんやっていらっしゃるし、こ

れからも後継者という形で大規模農業している皆さんもいるので、工業団地、産業団

地を誘致するのもいいのですが、農業に関しても村としてもしっかりと、村長が農業

やっていらっしゃったので十分その苦労も分かると思いますし、展望も分かると思い

ますので、今後農業もしっかり見ていって欲しいなということで、これは希望でござ

います。 

それと、最後に１つ希望というか、私から村長に。今、百瀬村長一生懸命やろうと

して、全速前進で、今、トップスピードで進んでいると思います。なかなか今のまま

まで行くと自分の体を壊してしまうのではないかと思いますので、前村長までとは言

いませんが、前の村長と今の村長を合わせて２で割ったくらいの考え方、力の入れ方

でやっていただいて、職員の皆さんもしっかり見ていただくと。やはり村長１人で進

んでも、後の皆さんがついていけない。歩幅もしっかり職員にも併せて、村民に合わ

せていただきたいと、希望を申し上げて、質問を終わらせていただきます。ありがと

うございました。 

○議長（大月民夫君） 以上で小林議員の質問は終了しました。 

これで一般質問の日程はすべて終了しました。 

本日はこれにて閉議し、散会といたします。熱心に傍聴いただきました皆さん含め

まして、大変お疲れさまでした。 

（午前１０時５４分） 


